
◆ 五期生の皆さんへ 

  五期生148名の皆さん，御入学おめでとうご

ざいます。２･３年生，職員共々，皆さんの入学

を心待ちにしていました。まだまだ新しい学校

です。先輩方が築き上げてきたものを引き継ぎ，

この３年間で曽於高

校の新たな歴史を創

り，学校を盛り上げ

てほしいと思います。 

  高校は「自ら学び，

自ら楽しみを見つけ

るところです。」勉強も部活も学校行事もその他

の活動もすべて意欲的に取り組み，楽しさを見

つけてほしいと思います。そして，この高校生

活の中で力を付けながら，夢を探し，夢を育て，

最終的には夢をかなえほしいと思います。全職

員でサポートしていきます。 

◆ 進路指導室の利用心得について 

○ 服装を整え，あいさつは元気よく 

   進路指導室には，企業の人事担当者，大学や

専門学校の入試広報担当者など，お客さんがた

くさん来られます。皆さん一人ひとりの振る舞

いから，曽於高校全体のさわやかな印象が伝わ

ります。 

○ お客さんがいるときは 

   できる限り入室を控えてください。 

○ 資料閲覧の際は担当職員の許可を受ける 

  必ず在室している先生に声をかけてください。

生徒の皆さんは，ほとんどの資料を閲覧するこ

とができます。ただし，資料は種類毎にきちん

とファイル管理していますので，使用後は責任

をもって返却してください。 

○ パソコンの利用は特に慎重に！  

  進路情報の検索に限り，必要に応じてパソ  

コンの利用も可能です。 

○ 進路指導室にあるもの 

・ 学校別のパンフレット，募集要項 

・ 大学等別の赤本（過去の入試問題集） 

・ 企業パンフレット，会社案内 

・ 各企業から送付される求人票 

・ 小論文問題集，過去問題集，ネタ本 

 ・ 一期生二期生が残してくれた受験報告書 

◆ 普段の生活においてトレーニング 

  先月に実施した面接基礎講座において，講師

の先生から，男子生徒は「相手の目をしっかり

見て，話すことができない。」女子生徒は「笑顔

をキープできない。こわばる。」と指摘を頂きま

した。緊張していたかも知れませんが，日頃で

きていないことを実践することは，非常に難し

いです。人の目を見て話す・笑顔でコミュニケ

ーションを図ることは，高校生活においても，

社会人になってからも，とても大切で，必要と

されることであります。普段の生活において，

トレーニングをしていきましょう。必ず自分に

とってプラスになることでしょう。 

見方を変えれば，面接試験などの大事な場面

において，普段の言動や態度が必ず出るという

ことです。自分では気づいていない，自分の話

し方や振る舞いを知り，日頃から直すべき点を

改善するよう意識して，生活してほしいと思い

ます。 

◆ 計画を立て，やり始める 

  現在どれだけ先の日程が頭に入っています

か？定期考査や検定・資格試験がいつ実施され

るか把握していますか？まず，目標を設定し，

目標を達成させるために，どれだけの努力が必

要か考えてみてください。そこから計画を立て

ることが始まります。計画倒れにならいなよう

に，しっかり行動に移してください。やる気ス

イッチが入らない場合は，気持ちは無視してと

りあえず始めてみましょう。きっと後からやる

気が出てくることでしょう。 

３年生の皆さん，進路希望先の試験について

は昨年の日程・内容なら調べれば分かります。

逆算して，計画を立ててほしいと思います。悩

むところもあるかと思いますが，１日も早く決

断し，動き始めてください。 

クラスメイト，隣のクラ

ス，先輩方，県下・全国に

いる高校生など，多くの同

年代が勉強に部活に頑張っ

ています。いい影響を受け

て，気持ちや力を高めてほ

しいと思います。 
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